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讐

大
正
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年
七
月
腰
行
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1

砥
論

説
.

、植
.民
地

⑳
財
政
政

策
に
就
き
て

.

ん
.

.

'

.(
.一
)
.

、

.

.

山

本
＼
芙
.
越

乃

.

.

・植
民
地

に
於
け
る
行
政
事
務
も
亦
獅
立
国
家
の
行
政
事
務
の
如
く
に
立
法
及
司
法

に
属

せ
ざ
る

一
切
の
政
務
を

包
括
す
る
が
故
に
其

の
範
園
頗

る
廣
汎
塗
立
蓬
陥
蹴
も
、
之
を
大
別
す

る
時
は
　内
政
事
務
及
財
欲
事
務

の
こ
者

に
昂

ず

る
こ
、忌
を
得

べ
し
《
.
蓋
し
植
民
地

の
外
政
反
軍
政

に
關
す

る
事
務
は
其
の
性
質
上
母
國
政
府
自
ぢ
之
.に
當
り
ウ

通
常
は
餐

地
政
府
を
湿
て
直
接
之
を
執
行
せ
七
の
ざ
る
を
添
削
毒

す
籔

て
際

、
而
し
嘉

民

地
の
内
政
.

.

事
務
換
、害
せ
ば
激
化
・衛
生
噸産
業
つ
交
.通
づ保
安
・救
帆
等
に
閲
す
る
政
務
の
根
本
方
針
に
,重
力
て
咲

、'
母
国

に
於

励
る
も
の
ざ
著
し
き
差
異
ひ
し
己
雌

も
、
財

政
事
挽
は
植
民
地
共
の
も

の
の
性
質
上
濁
立
民

家
の
来
れ
ξ
大
に
極

め
　

を
異
に
鷺
右
粒
め
あ
駆
汎
即
ち
植
民
地
は
　本
家
凋
立
の
地
位
を
有
ゼ
ゐ
国
家
に
勤
し
て
従
属
的
の
關
係
に
立
つ
も

盤

眈

-
植
民
地

の
財
政
政
策
に
親
告
て
(
一
)

.

一
策
十

一
巻
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號
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二
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一
號
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、

二

.

の
馨

が
故
に
、
植
民
地
の
財
政
霧

も
蛮

〔髭

の
關
係
よ
芝

を
考
奪

ざ
舟

か
ら
ざ
を

醤

立
腰
.

の
財
.歌
事
務
.に
比
較
す
.み
、時
・は

一
.般
、焔
纒
濟
}肱
曾

の
清
長
.に
最
も
緊
密
な
る
關
係
を
有
し
、
、
從
て
盟
・に
歳
出
.入
に
.

閲
す
、惹
政
、務
ご
し
て
の
み
之
セ
取
扱
ふ
能
は
ざ
る
.事
情
存
す
る
を
以
て
な
㌧
、
例

へ
.ば
現
今
多
数
の
植
民
地

に
於

て
主
疑
な
る
歳
入
源
を
形
盗
れ
る
人
噸
税
及
地
租

の
枇
輩

の
如
何
は
、
直
接
穂
民
地
の
富
源
の
開
駁
に
必
要
な
る

勢
力
の
供
給
及
未
開
地
の
開
墾
事
業

に
重
大
塗
る
關
係
を
有
し
、
文

闘
税
率

の
如
何
似
植
民
地
産
業
の
盛
衰

に
多

大
め
影
響
を
及
ぼ
す
が
如
き
暴
れ
な
ゆ
、
.故

に
植
民
地

に
於
け
る
行
政
事
務
中
財
政
事
務
は
最
為
重
要
な
る
地
位

を
占
皿め
、
..植
民
地
開
獲

の
成
功
す

る
で
否
冠
拡

一
乖
懸
り
て
弦

臆
存
す
ざ
言

ふ
.も
不
可
な
し
匹
.
ザ
.
.
.、ヒ

ノ

,
植
民
地
・
財
警

題
講

究
箸

に
嘗

て
先
・
篁

に
注
意
す
べ
き
叢

は
海

崎

植
雄

甥

財
鵠

關
係
如
何
の
周
題
暴
れ
な
b
、
過
去

に
於
け

る
各
国
の
植
民
地

に
封
ず

る
態
度
を
考
察
す

る
に
、
母
國
樹
植
民
地
.

間
の
財
政
的
関
係
は
極

め
て
歴

々
に

し
て
殆
ヶ
ご
統

一
窟

る
所
な
き
が
如
し
、
或
は
母
国
は
植
民
地
の
開
鞍
進
歩

-を
計
る
こ
ε
を
以
て
當
熱
の
義
務
ξ
な
し
、
.之
が
爲
め
に
年
々
豆
類
の
失
費

を
負
僻
す

る
も
荷
ほ
辞
せ
ざ

る
毛
の

あ
り
.(例

へ
ば
氷
國
の
如
し
)
、
・或
は
將
來
植
残
地
の
富
源

の
開
登
ぜ
ら

る
む
に
至
ち
ば
、
新

か
る
失
費
は
之
を
賠

ふ
・
肇

守

喜

じ
て
莫

の
財
政
上
の
蕩

を
與
ふ
・
も
の
あ
逡

例
へ
ば
畿

の
如
↓
)銭

無

鼠
の
植

囁

。
載
乃
。
ε
槍
も
蓄

財
携

迦

藷

へ浦

議

議

を
妻

母
骨

骸

蕩

蕩

を
爲
さ
訪

ん
ε
す
⑤
叡

の
あ
臥
(例

～
ば
和
蘭

の
如
し
)
藍
)、
或
は
全
く
之
に
反
し
で
財
政
上
に
於
て
も
努

め
て
稠
立
官
給
の

脚.
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主
義
を
奨
顧
せ
ん
ε
ま

る
毒

の
あ
り

〔例
.外
ば
英
國
の
如
し
)宮
比
の
如
㌣
に
無
風
の
植
庚
地
に
謝
す

る
財
政
的

の

嗣
係
は
國
K
依
か
ス
職

に
悉
℃
て
.一
様
な
参
す

巴
雌
も
-其

の
根
本
主
義

に
湖
か
.て
之
吻
大
.理

る
聴
は
、
要
す

る

に

日

給

主

義

及

補

助

主

義

の
.
二
者

こ

な

す

こ

ε
・を

得

べ
、ド
協

.

.
函

、

幽
.
.～
.
.

・
.
昌

∵

ピ
.

ン
.

デ

∵

・
毒

西
輩

の
植
民
地
中
腰

導

キ
ツ
吸

キ
昌歯
.
.霧

牙
織

飛

㌍

査

ブ
多

・・、
腐

の
狸

帯

黛

導

憐

瀦

黛

・継
駿
鰯
惣
鞭
麟
鱗
恥影
藤
穫
論
獅
欝
際維
械螺
雛
騨
齢
鎌
灘

.団
.ざ

許
興

し
九
ら
心
に
ぽ
㍗
.斯
か

か
収
入
に
到
底
之
麺
畑
蜜

若

、こ
こ
絵
に
ε
嘆
じ
な
寒

斐
.

從
で
植
,民
地

匿
封
す

ろ
母
圃
の
腿
節
政
策
だ
以
て

＼

・過
去
の
「
大
矢
政
《
看
做
丸
つ
つ
あ
る
現
今
の
時
代
に
於
て
は
、
春
画
共
に
植
民
地
の
攻
入
に
依
り
て
母
国
の
財
政
々
補
助
ぜ
し
め
ん
ピ
す
ろ
が

、
.

如
意
政
策
は
之
な
採
ら
で
し
て
、、寧
ろ
植
民
地
自
己
砂
開
嶺
の
病
め
に
之
な
使
用
ぜ
し
む
る
の
方
針
に
出
づ
ろ
晶
至
れ
り
。甲
.
.、
・
p

r
青

絵
主
義

ε
は
植
民
地
財
政

の
良
給
凋

立
准
以

て
本

則
ご
恥
し

、

母
隊

は
「特
別

の
.事
情

の
存

せ
ざ

る
限
ザ

は
植

民
軸
衝

レ
爵

整

の
鯛

寅

へ
ざ
を

港

内
.量

も
赤
驚

讐

養

助
を
受
讐

る
嚢

請

冷

、

先
進
植
民
國
中
此

の
主
義
を
代
表
せ
る
者
は
美
園

に
し
て
、
.
.
英
国
の
植
民
地
6

今
日
み
る
を
得
た
る
所
以
は
・.・.乙

に
植
民
埴
財
政
の
降
給
獄
立
を
奨
聞
し
た
る
結
果

臥
植
民
地
の
富
源

の
開
腰
を
全
.が
ぢ

し
め
り起
な
に
西
ら
す

ん
ば

あ
ら
誉

な
勉
.
磐

暴

望

書

足

長

し
て、雷

樹
農

地
澗
量

剛
毛

て
財
堅

の
欝

を
馨

る
主
義

を
謂
.ふ
.、
.固
よ
り
何
れ
の
植
民
.國
に
於
.て
も
若

し
能
ふ
.可
く
ん
ば
植
民
.地
.財
政
の
自
紬
猫
立
を
徴
せ
ざ
る

者
な
が
る
歯
し
さ
購
も
帽
.椿
民
地
の
獲
達
未
だ
其

の
程
度
に
達
せ
ざ
る
か
.
2或
は
母
国
の
財
政
猷
態
に
し
て
頁
好

な
夢
ざ
み
侍
医
っ
補
助
主
義
葱
探
用
ず
み
の
他
途
な
き
を
以
て
、
.斯

か
ぎ

観
黙
ざ
か
せ
ば
補
助
主
義
は
要
す
る
.に

、
論

説

「植
民
地
の
腓
W政
政
策
ド
就
含
て
(
一
)

.
噛

第
十
一猛
可

み筑
二
號
.

三
)

三

㌔

」
＼
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論
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訊
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.
植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
(
一
)
.

第
十
「巻

(第
一
號

四
}

四

白

船
主
義

起
到
達
す

べ
.き
.一
、温

程

に
過
ぎ
す

ε
稠
.す

る

も
不
可
な

し
、
.佛

國
の
植

民
地

は
現
に
此

の
主
義

に
依

り

て
母
国
の
補
助
を
受
ぐ
る
者
甚
だ
多

し
謹

)

.

.

(駐

)

佛
國
の
植
民
地
に
封
ず

る
財
政
釣
關
係
に
瞳
ろ
竃
に
失

し
、
殊

に
亜
米
利
加
及
印
度

F
於
"

ろ
大
植
民
地
な
喪

ひ
た

る
以
後

一
層
此
.の
傾
向

あ
り
し
が
、
充

O
O
華
の
翫
嚴

法
に
依
り
て
從
來
の
弁
難

改
め
、
植
民
地
に
封
ず
る
財
政
上
の
主
談
血
笠

す
直

至
れ
り
・
即
ち
骸
法

一
接

讐

筆

餐

外
・
面

の
行
政
餐

籍

費
藩

來
・
発

議

・
嘉

淫

し
、
唯
錦

塗

讐

・
場
倉

腎

蓉

聾

珍

の

'
.
圭
籍

響

、
羅

票

驚

地
総

論

華

上
の
常

々
要
し
・
・
場
食

に
、
楚

皆

之
嬉

し
で
響

婁

鰹

婁

ら
る
る
・ミ

あ
真

墓

定
め
、
鈍
く
」
毒

劉

植
民
地
理

財
諮

關
係
罷

ふ
限
遇

給
毒

接

ら
し
め
ん
ミ

亀

め
た
寒

駅
…れ
・
も
」
切
の

植
民
地
た
悉
く
此
の
主
義
F
依
り
て
讐

ん
ミ
す
る
・、己
11
頗
る
羅

に
し
て
、
現
含

雌
も
佛
圃
に
倫
ほ
植
偶
地
に
濁
し
て
牟
・
亜
額
の
財
政

上
の
補
助
々
興

へ
つ
つ
あ
り

、

　
九

「
竜
華
・ト
佛
國
が
植
民
地
の
爲
め
に
支
出
し
た
ε
纏
塑

に
二
億
Q
八
百
四
十
か
萬
入
千
六
百
八
十
二
法
に
し

て
、
丙
民
政
費

一、千
〇
二
十

七
萬
九
千
六
百
六
十
六
法

、
軍
蹴
費

一
億

九
千
Q
三
萬
七
千

二
百
や
法
、
懲
罰
灌
七
百
八
十

一
.萬
九
千
三
耳
七
f
法

に
達
し
、
叉

ア
.ル
.ζ

り
一

の
み
に
て
も

「
箇
舞

ん
ご
七
千
五
百
萬
法

の
行
政
費

の
不
足
な
生
じ

つ
つ
あ
る
寿
以
て

、
母
国
が
植

民
地
に
罰
す

る
財
政
上
の
補
助
々
免
う
る
に
至
る
に
前
怜簗
同
ほ
遼
遠
な
り
ε
言
11
ざ
る
可
か
ら
ず
。
.

/
㌦

、

㌧

汽

過
去

に
於
け

る
植
民

國

の
植
民
地

の
贋
直

を
批

劃

せ

る
標
準
は

、
、植

民
地

が
母
国

の
.財
政

上

に
直
接
援

助
を
奥

書

程
度
溜

・
尊

し
垂

も
、
此
の
如
魔

解
は
鐸

看

の
叢

上
・
墨

家

合
響

・
壱

を
立
覆

せ
ら

る
、
温
は
英
国
の
植
民
地
ε
西
班
牙
・
.葡
萄
牙
等

の
植
民
地

`
を
比
較
せ
ぱ
、
容
易
に
其
の
然
る
所
以
を
了
解

.

す
る
こ
ε
を
.得

べ
.し
、
㌦
即
ち
西
班
牙
及
葡
萄
.牙
は
共

の
植
民
的
活
動
の
當
初
よ
り
母
国

に
直
接
牧
人
.を
得
ん
こ
ε

べ

に
.カ
め
た
.る
結
果
、
..植
民
地
は
次
第
に
衰
頽
し
て
.遂
に
は
母
国
に
不
利
を
.齎
す
の
原
因
ご
な
ヶ
し
に
反
し
、
英
國

r

は
植
属
地
よ
り
直
後

入
を
得
ん
・
嘉

月
的
葺

蔑

し
て
、
却
て
警
蟻

の
囎
.
に
他
屡

濃

し
差

額

(DReinsch,ColonialAdmi皿istration,p.86.

㌔
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、
.

、

の
失
費
を
さ

へ
質
権
…レ
た
b
、・
尤
も
英
図
は
亜
米
利
加
の
植
民
地

に
於
て
は
、・
.佛
國
ざ
の
開
戦
の
爲

め
に
生
ヒ
鞄
、

る
財
政
上
の
創
痍

の
一
部
を
植
民
地
を
し
て
補
給
せ
し
め
ん
ε
し
で
鴇
新
だ
に
租
税
及
關
視
制
度
を
設
定
せ
ん
ざ

彪

窒
.
此
の
讐

偶
姦

議

隻

の
反
戚
吻
超

終
義

立
蕩

を
渤
奪

喜

る
量

れ
点

器

如

く
し
て
英
国
は
植
民
地

よ
り
直
接
財
政
よ
の
吸
入
は
之
を
得

る
こ
ε
能
は
ざ
ゲ
し
ε
雌
も
、
他
の
方
面
議
万
せ
噸

母
国
の
利
益
、
.換
言
ゼ
ば
産
業
上
の

獲
蓮
及
通
商
交
通

の
振
張

に
伴
ふ

利
益
は
噺
衣
増
加
す
る
に

至
れ

る
を
以

て
」
近
時
各
懐
は
植
民
地
の
債
値
の
批
剣
を
一
植
民
地
が
母
國
の
財
政
上
に
直
接
援
助
を
與
鼻
る
や
否
却
寵
置
か

重
し
て
,
寧
ろ
植
民
地
自
己
の
経
済
的
及
肚
會
的
獲
展

の
可
能
性
如
何
に
置
一
に
至
れ
b
、
蓋

し
植
民
地

に
し
て

欝

嚢

蕃

土
の
窪

を
遂
ぐ
・
あ
ら
協

、
之
巽

に
醤

の
蔑

讐

劃
す
る
通
商
蓋

其
の
他
諸
般
の

産

業
上
の
活
動

も
亦
自

ら
隆

盛
に
赴

き
、
.斯

か
る
方

面

よ
り
母
國

に
利
益

を
奥

ふ
、る
の

み
な
ら
す

、

叉
間

接

に
母

鼠

に
於
励

る
過
剰

人

口

の
吸

牧
及
資

本
放
下

の
途

を
得

せ
し
む

る
こ
ご

に
依
り
て

母
国

を
利
す

る
こ
ご
人

な

る

ぺ
.

け
れ
ば
な

め
。
,
.葛
、
、
.
.
.

～
.

ド
.
.

・

、
.
一
.
.
.
.
.
.
.

　一
亀・

砦

㌍

現
今
各
國
は
植
民
地
財
政
の
自
婁

義
を
以
て
最
も
理
想
的
の
も
の
寒

し
、
.縫

地
を
し
て
成
る

べ
く
母
國

に
依
顧
せ
L
む
る
.こ
亡
な
く
西
.母
國
も
亦
植
民
地

を
以
て
.国
庫
の

一
収
入
源

ご
着
做
す

べ
か
ら
ざ
る
主
.

義
を
探
ゆ
う

つ
め
ゆ
ご
臨
も
、
術
ぽ
或
種
の
経
費
は
其

の
性
質
上
當
然
之
を
母
國
の
負
櫓

に
賺

せ
し
む

べ
き
も
の

あ
b
、
例

へ
ば
尊
し
鴎
植
民
地
に
関
す
る
経
費
ご
補
し
得

べ
き
も
、當
該
植
民
地

に
固
有

の
政
務
の
爲

め
に
要
す

る

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
看
て
(
こ

第
†
「魯

(第
一號

気
)

五

(1)K6bner,Einf並hruhgindieKolonfalpolitik,S.148.

9

!

'



.

i

L
」

.

・<

、

、
.

論

説

「植
民
地

の
財
政
.政
策

に
就
き
て
A
「
)

第
十

一
巻

(
第

一
號

六
)

ド六
.

も
の
梶
井
壷
七
て
、
軍

ろ
母

国
の
.
憎
般
的
利
益
の
矯
め
.に
必
要
ビ
す

る
経
費
の
.如
.き
は
即
ち
是
れ
に
し
宅
感

じ
、

斯
か
み
輕
養
は
宜
し
マ
之
を
母
國
の
負
捨

ご
な
す

べ
・寸
、
反
之
潭
、
.
其
・の
結
果
に
於
て
は
固
よ
極
母
國
の
利
益
の
増

.

進
量

大
奮

闘
係
署

す
る
も
.
直

接
常
談
植
民
弛
め
利
益
め
嚼
め
に
必
要
ご
す
垂

表
の
如
き
は
謹
;
、
乏

を

植

民

地

の

質

権
.
に

躁

せ
し

む

・る

を

正

當

ζ
す

ρ

、　.　
.・て
、

∴

h
.
呵
、
.頃

.・

　

　

　

　

　

　

の

　

の

り

　

　

の

　

(龍

口
)
.
植
民
地
防
衛
の
爲
め
に
要
す

ろ
海
軍
費

・
駐
屯
軍
費

及
植
民
地

の
野
外
交
通
機
關
費

(母
国
植
民
地
間

・
植

民
地
相
互
聞
及
植
民
地
外
画

.

男
穫
蓋
駕

拶

庸
復
権
廃
藩

。
要
{
馨

脇

道
聴
澤

、蓋
し
藩
凝
難

撰

・
塑
最

ド餐

祷

部
の
安
寧
炬
維
持
ぜ
々
が
爲
め
に
要
す
ろ
も
の
に
非
ヂ
し
て
・
.蔑

に
富
鬮
領
土
の
防
衛
叉
ほ
構
力
の
保
持
の
爲
め
巳
必
署

す
る
も
④
な
る
が

ド

ド
　
　

り

故
に
、
斯
か
る
縄
費
は
之
准
母
國
の
費
捻

に
蹄

ぜ
も
む

る
た
適
當
ε
す
.、
叉
植
民
地
の
対
外
交
通
機
關
聾

の
加
音
毛
雷
該
植
民
地
の
利
舐
の
爲
め

鶴
観
擁
囎
磁
麟
醤
麟
難
物鞭鎗
散
灘
鱗
鰐
騒
壁
擬
灘
難
鴛
…藻
舗
…

聾

し
是
葦

出
費

畢

・
に
植
晟
敬

鼻

聾
万全
焦

し
め
嘉

磐

の
脇
金

掻

弩

㍗

母
思
の
聾

地
蠧

毒

襲

の
饗

宴
.肇

専

ρ
基

線

馨

論

喋

縛

孝

ん
耀

立
庵

へ
か
・
・
茗

朋
書

ゑ

還

、店
務

炎

窒

進

・
ゑ

逆

於
げ
ろ
是
等
の
出
費
11
植
民
地
自
ら

存
し
て
之
掴
貝
摺
ぜ
し
む
べ
・か
ら
ざ
る
や
論
な
し
。

.

.

,
(註
二
㌧
.
.
酊
難

民
謁

班

書

鷲

霧

髪

齢

乳

親
義

愛

鷺

鞄
.誌

織

機

駿

強

襲

恥
歎

鱈

毅

翫

生
い

、、
蘂

藪
笹
及
驚

地
嘉

塾

通
観

管

辛

み
糞

の
如
良

書

畢

・
.筆
名
内
肇

に
撃

陰

・
欝

欝

鵬

雛

聖

俸

∴
噸

養

.麗

嚢

等
欝

凌

奨

灘

准

非
書

讐

、
.藩

灌

聴

噂

藩

督
鼻

の
話

簿

港

弛
基

君

之
霜

民
地

の
貢
轡

な
す
べ
き
も
・
然
ら
ざ
る
他
の
植
民
地
に
於
て
嘘

母
国
の
植
民
地
行
倣
事
務
の
.器

奮

該
植
景

に
於
て
執
行
ぜ
鳶
む
6
も
忽

」
7
講
七
律
ぺ
匙
心
以
で
声
從
で
之
に
要
℃
ろ
繧
費
に
母
国
の
貫
摺
に
踊
ぜ
し
む
み
旭
通
當
達
す
。
.

∴

-
.
.因
に
」

凱b
泥
.
甘
睾
N
乱
読

暮
暮

萄
冨
.
碧
一σ
斡
書
画
⑳
百
津
・㌶
画

一ノ
書

o
血
Φ臆
.曾
雪
ユ
.舟
唱
和
再
三
。
笹
目
臨
や磁
o
.吐
血

.
.

、
5

-.

、



」

㌦

.

㌦

,,

'

'

i

r

肉

σ
び
巳
①
.剛臣

」
Φ
「
.
∪
。
n
ざ

コ
四

一ぼ
Φ
7

ン

=
ω
四
p
げ
9

侮
一塁

。
き

2
昌

6
「

儀
窃

望

①
烏

瑟

6
器

昇

じ
亀

興

二
鴨

・
酬
「

》
三
①
穿
8

ユ
昏

『

措

・
器

田

昌

昌

日
。
戸

国
・
『
σ
鴨

滞

コ

国
駐

。
昌

旨

9

団肋
咤
、・
σ
・
「
、ω
9

蓄

「
層
鼻

碧

g

雪

§

讐

。
ケ

肚

卑

・・
喜

・
口
・
.

尋

。
葺

凸
σ
.σq
碧

N
窪

冨
鷺

ぎ

野

醤

8

闇
ω
や
「
量

σq
冨

浄
血

号
.
9

け
三

。
歪

匿

窪

諺

¢
茜

m
冨

ロ

ヨ
「
超

葎

母

巨

早

宮

匠

厨
〈
。
黒

鼠

島
西
言

αq
冨

乳

色
9
.
嗣
ぷ
貯
紆

「
.然
9
0
三
画
く
①
コ
4
伊
首

鼠

ぴq
9
①
耳
.

ミ
尊
号

更

、
(
O
⑦
葺

ψ
9

H
押

9

辞
.
岳
。

跡
目
3

N
蕊

。

目
算

乱

o
匡
口
縄

ユ
窪

曾

奪

㎝畠

Φ
ロ
ω
o
ず
三
N
㈹
印
⊆
Φ
Ω

ω
ザ
.ピ

お

o
a
-
1
困
ひ
σ
器

「
M
臼
・「四
・
O
」
ω
.
.3

療

)
ε

は
嘗

て

凋

逸

の

植

民

地

に

就

き

て

諭

せ

ち

れ

た

る

所

な

る

も

ゆ
、英

図

の

植

民

地

中

"

怯

国

防

農

帥

ち
軍

事

費

の

一
部

を

分
擢

せ

る

も

の

あ

り

、

而

し

て

植

民

地

の

國

防

壁

の

分
推

額

の

決

定

方

法

に

は

三

あ

り

、
面

積

、標

準

法

・
人

口

標

準

法

及

貿

易
筆

法
書

な
レ
、
8
面
積
筆

法
鼠

植
民
地
の
面
蓼

嚢

藻

警

し
て
國
黎

の
分
離

を
定
め

ん
ζ
彫

る
も
の
な
る
も
・
誼

は
決
L
て
公
平
な
る
方
法
ξ
稠
す
る
を
得
す
、
何

`
な
れ
ば
.一
方
に
於
て
は
面
積

人
な

る
も
防
衛

上
に
は
多
く
の
脛
費
を
要

せ
ざ
る
も
の
(例

へ
ば
加
奈
太

の
如
し
)あ

る
ご
共
に
冷
他
力

に
於
て

コラ

は
面
積
比
較
角
小
な
る
も
防
衛
費
を
多
ん
要
す

る
も
の
.(例
・へ
ば
・印
度

の
如
し
)
あ
る
を
以
て
な
サ
ρ

に
人
位
標

コ

ト

準
法
ε
は
植
民
地

の
人

口
の
多
少
を
標
準

ビ
し
て
其
の
身
指
顧
を
定
め
ん
ε
す
る
も
の
な
る
も
、一
是
文
正
當
疎
.

,
駄
ξ
稽
す

る
を
得
す
、
何
.重
な
れ
ば
土
地
狭
小
な
な
も
.人
口
稠
密
な
宕
所
あ
ケ
、
又
土
地
慶
大
な
る
も
人
口
稀

薄
な
る
.所
あ
♪
、
加
ふ
る
に
防
衛

の
必
要
の
程
度
は
常

じ
必
ず
し
も
人
～口
の
密
度
に
の
み
比
例
呵
る
も
の
に
非

ざ
る
を
以
て
な
り
内
ヨ
貿
易
標
準
法
ぜ
は
植
民
地
.の
貿
易
額
の
多
寡
を
標
準

ε
し
て
其

の
分
櫓
額
を
定
あ
ん
ざ

く

　

齢

説

植
民
地
の
跡
敷
政
策
に
戯
書
て
(
ご

欝
十
一
倦

(第
一
號

七
〉

七

「

一一



、

/「

.

」

、

論

説

・
植
民
地
の
財
政
政
策
に
帥
膏
て
(
ご

第
十
一
巻

(第
】
號
.

八
}

、

入

す

る
も

の
に
し
て
、
前

二
者

に
比
較

す
る
時
は
公
李

な

る
方

法
た

参
に
似

π
り
、
何

ご
な

れ
ば
凡
そ
通
商
貿
易

の
盛
否

は
、勾
植
民
地

及
其

の
住
民

の
慣
値

を
間

接

に
測

定
心
得

べ
き
標
準

ε
な
る
/の
み
な
ら

す
、
国̀
防

の
充
實

の
如
き
も
其
の
終
局
の
目
的
は
要
す
る
量

商
交
通
を
保
護
せ
ん
与

る
の
主
旨
に
出
つ
る
竜

な
ら
ざ
る
を

、以
て
な
軌
、
、・撚
れ
ざ
も
亦
此

の
標
準
を
極
端
に
適
用
す

る
時
は

例

へ
ば
香
港
及
海
峡
植
民
地

の
.如
き
は
過
重

　

う

の
負
捲
に
苦
蛮
ざ
る
を
得
す

、
.故

に
國
防
費
の
扮
捲
主
義
を
採
用
す
る
場
合
に
は
原
則

写
し
て
は
三
の
標
準
じ

(
=

依
る
べ
き
も
内
各
場
合
の
事
情
に
慮
P
て

一
二
の
標
準
を
も
之
を
参
酌
.し
て
決
定
す

る
を
適
當

ε
す
。
・

ロ
ぐ
く

植
民
地

の
統
治

に
閲
し
で
自
治
及
同
化
の
二
大
主
義
を
旺
刑
し
得
る
が
如
く
、
其
の
経
費
を
支
辨
す

べ
き
歳
入

の
作
成
方
法
に
由
馴
し
て
も
亦
自
由
主
義
及
集
福
主
義
の
二
者

に
分
つ
こ
ご
を
得

べ
し
、

一
般
的

に
之
を
論
ゆ
る
時

は
英
図
及
ゲ

ル
マ
ン
系
統

に
旙
せ
る
國
は
、
植
民
地
の
脛
費
を
支
辨
す

べ
き
歳
入
の
作
成
方
法
に
付
煮
て
も
,
.・之
.

を
常
談
植
民
地
の
自
由

に
委
ね
ん
ぜ
す
る
の
主
義
を
探

む
に
反
し
?
佛
國
及
位
典
系
統
に
扇
せ
る
國
ば
、、植

民
地

を
し
て
母
國
政
府

の
制
定
せ
る
歳
入
作
成

に
關
す

る
諸
種

の
制
度
"
成
る
曵
く
準
撮

せ
し
め
ん
ε
す

る
の
主
義
を

探
れ
り
、
尤
も
塒
勢

の
愛
遷
`
幾
多

の
實
皿駿
の
結
果
は
、
植
民
地

の
統
治
上
に
於
て
も
自
治
及
同
化

の
二
大
士
⊥義

を
漸
次
接
近
せ
し
む
る
の
必
要
を
威
す
る
に
至
れ
る
が
如
く
、
植
民
地

の
歳
入
の
作
成
よ
に
於
て
も
亦
自
由
主
義

及
集
権
主
義
の
両
極
饗

馳
す
・
を
避
け
、
.折
衷
的
の
制
度
を
探
帰
せ
ん
ξ
.
に
努
め
つ
つ
あ
・
は
近
時
各
国
の

傾
向

な
め

④
殿
も
(
爾

ほ
大
禮

に
於

て
は
其
の
根

抵

に

以
上

の
一
.一大
主
義

の
伏

在

せ
る
を
見

る
。
h
..・.

」＼

(1 Reinscb,C.AゆPP.88-8q.

、

/
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匪

ノ
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、、

此
の
如
《
植
民
地
の
輕
費
を
支
辨
す
.べ
.き
歳
入
の
作
成
に
關
七
て
墜
晒
に
依
b
て
其
の
主
義
を
異
に
す
る
を
以

て
、∴
植
民
地
の
琳
歌
政
華

厳
も
議
舗
を
生
す
る
に
天
真
の
毒

入
の
作
成
茄
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